
 
 
 
 

22002255（（令令和和 77））年年度度をを振振りり返返っってて  

 

副校長 溝 口 恵 

1. 研究活動 

① スーパーサイエンスハイスクール（SSH） 

「女性の力をもっと世界に 〜 協働的イノベーターとイノベーションを支える市民の育成 〜 」をテ

ーマとしたスーパーサイエンスハイスクール（SSH）Ⅰ期 5年間（基礎枠）の指定が終了し，新テーマ「科

学の力で未来を共創する女性リーダー育成カリキュラムの実践」を掲げてⅡ期指定（基礎枠）を受け,教

育課程の開発 2年目を迎えた。 

1 学年「数学探究」（数学の学校設定科目 必修 1 単位）では,数学的好奇心を引き出し,論理的思考

力や未知の課題に取り組む粘り強さを育成する。「数学Ⅰ」,「数学 B」の統計分野で扱う数式に関して，

ベクトル（3 学年選択科目「数学 C」）や行列（学習指導要領外）の解釈を取り入れ,課題研究のツール

となる統計的手法の本質的な理解を目指す。また,1 学年の教科「課題研究」を「課題研究入門」（1 単

位）と「課題研究Ⅰ」（1単位）に分け,「課題研究入門」では,幅広い学問分野に触れながら，課題研究

に向かう関心・意欲・態度を醸成,「課題研究Ⅰ」では理科・数学・情報の 3教科の切り口から科学的探

究力の基礎となる知識・技能を融合的・体験的に学習する。2 学年の「課題研究Ⅱ」（3 単位）では,生

徒自らが設定した（個人またはグループ併せ）59研究テーマの探究活動を行った。テーマ設定にあたっ

ては,あらかじめ提示したキーワード群を参考にしながら研究分野を選択する仕組みとし，生徒が自らの

関心を学問的な問いへと具体化できるよう教員が支援をしている。3年選択「課題研究Ⅲ」（1単位）で

は 12組(16名)の生徒が履修し,「課題研究Ⅱ」の研究を更に進めた。今年度から開始されたお茶の水女

子大学高大接続教育事業（課題支援プログラム）には,この 12組が「課題研究助言」の受講を申請し,受

講が承認された。3年必修「総合的な探究の時間」（1単位）では，前期は SSH成果発表会で得たフィー

ドバックや外部専門家の講義を踏まえて個人で探究課題を設定し，その成果をレポートにまとめた。後

期はすべての学びの統合を目指して，6人程度のグループを形成して各自の探究課題を持ち寄り議論,諸

課題の構造的把握や科学者の社会的責任について探究した。 

SSH運営指導委員会は 6月，3月に計 2回開催した。 

年間を通して延べ 152名の生徒が，校外の研究成果発表会や各種コンテスト（第 69回日本学生科学賞 

奨励賞受賞，第 13回「算数・数学の自由研究」作品コンクール（財団法人 理数教育研究所主催）Rimse 

理事長賞（最優秀賞）受賞,2025年度全国高校生フォーラム奨励賞受賞）に参加した。3月 14日（土）

に SSH生徒成果発表会を実施した。代表生徒による発表会と,2年生全員及び 3年生有志が取り組んだ研

究のポスター発表を行った。詳細については生徒研究成果集を参照されたい。また，今年度の研究及び

成果の詳細については SSH研究開発実施報告書を参照されたい。 

   2023年度から 3年連続 SSHコーディネーター事業採択校となり，3名のコーディネーターを活用した。 

② お茶の水女子大学との高大連携 

2005(平成 17)年度にスタートした高大連携特別教育プログラムの 20 年目が終了した。アカデミック

ガイダンス（探究方法の学び）とキャリア教育を融合した取組を大学・高校教員の連携のもとに研究・
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開発,「問いを❧てる」をテーマとして学校設定教科「課題研究」の㸯科目「課題研究入門」において，

今年度はお茶の水女子大学ᩥ教育学部 4名，理学部 3名，生活科学部 2名,共創ᕤ学部 1名の計 10名の

教員によるᤵ業を大学講ᇽで実施し，理学部と共創ᕤ学部の計 4 ᤵ業（ࢯフトマター≀理学，ᩥ化情報

ᕤ学,生≀学,数学・情報科学）を女子୰学生のಖㆤ者及び学外教員➼へබ開した。3年生の「選択基礎」

は 9名が受講し，8名が 11月の特別選ᢤを⤒てお茶の水女子大学に進学した。8名のෆヂはᩥ教育学部

2 名，理学部 4 名，生活科学部 2 名である。今年度をもって「選択基礎」ならびに特別選ᢤ入ヨไ度は

終了した。 

㝃ᒓ高校 2・3年生をᑐ㇟とする大学のබ開ᤵ業は，延べ 84名（履修 29名，⫈講 55名）が受講した。

㝃ᒓ高校生向けキャリアガイダンスは 1年生をᑐ㇟に 3月に実施した。人ᩥ科学 12講ᗙ，人間科学・社

会科学 10 講ᗙ，自↛科学 11 講ᗙの合計 33 講ᗙが設定され,全講ᗙが開講となり,40 名の大学教員に協

力いただいた。 

大学教員によるᤵ業は,特別教育プログラム௨外に,㸯年「課題研究Ⅰ」（2 名）,3 年「生≀」（延べ 2

名）で実施した。 

大学の研究所との共催としては,理⣔女性育成ၨ発研究所と協働し,7月 27日（日）に「୰高生のため

のグローバル講₇会㸫サイエンスから世界へ㸫」（࢜ンライン㸹研究所主催）を,9月 23日（ⅆ・⚃）に

「第 5回フロントランࢼーࢭミࢼー」（࢜ンライン㸹研究所主催）を実施した。 

ճ ᮾி科学大学との高大連携 

11月 9日（日）に女子高校生のみをᑐ㇟とするᑐ㇟校㝈定௻⏬のᮾி科学大（理ᕤ学⣔）୍日体験入

学 2025が開催され,㸯・2年生 12名が参加した。  

մ ⟃Ἴ大学との高大連携 

⟃Ἴ大学㝃ᒓ高➼学校との連携キャリア教育プログラムである「高校生のための合ྠキャリアフォー

ラム」（୧校 1年生ᑐ㇟）では,ᰴ式会社サイア࣓ント 代表取⥾ᙺ・デࢪタルハリ࢘ッド大学大学㝔 

特任෸教ᤵ・㡰ኳᇽ大学大学㝔 ་学⣔研究科 心⮚⾑⟶外科学 ᐈ員෸教ᤵ ℩ᑿᣑྐẶの講₇（テ

ーマ「་⒪�㸱D CG㸻㸽㸽㸽」）を 11月 1日（土）に大学講ᇽで実施した。WWL事業においては,᫖年

度に引き続き⟃Ἴ大学高大接続科目のඛ取履修ไ度の⿕提౪校となった。 

յ 発表会➼のබ開 

9月 21日（ⅆ），28日（ⅆ）に 2年「課題研究Ⅱ」の୰間発表会，3月 14日（土）に 2・3年生の課題

研究生徒成果発表会を実施した。 

ն 㝃ᒓ学校ᅬの連携研究 

11のテーマ別部会があり，高校からは 10の部会と運営委員会に参加し事業報告を行った。 

 շ その௚の研究発表 

  ・日本科学教育学会 ⏨女共ྠ参⏬ワーキンググループ シンポ࢘ࢪム（5月） 

   理⣔女子育成の取組 

  ・日本学⾡会議 ≀理教育分科会（7月） 

   「数学探究」実践報告 

  ・ELECྠ཭会ⱥㄒ教育研究学会（10月） 

   「ⱥㄒコミュࢣࢽーションⅠ」実践報告 

  ・ⱥㄒᤵ業研究学会 関ᮾ支部第 31回⛅Ꮨ研究大会（11月） 
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「ⱥㄒコミュࢣࢽーションⅠ」実践報告 

  ・日本学⾡会議主催学⾡フォーラム（2月） 

   「数学探究」実践報告 

  

2. Ꮫᰯゼၥ࣭ᤵᴗཧほ 

 21௳の学校ゼ問・ᤵ業参ほを受け入れた。   

① 4月 15日  ཎ子力ᦆᐖ㈺ൾ・ᗫ⅔➼支援ᶵ構（NDF） 

② 4月 28日  ᮾி㒔❧ᡞᒣ高➼学校 

ճ 5月 20日  ྎ໭市❧第୍女子高⣭୰学 

մ 5月 21日・7月 1日 ୕㔜大学教育学部   

յ 6月 10日  ྎ‴大学国㝿事ົᒁ 

ն 6月 13日  ᇸ⋢大学教育学部㝃ᒓ୰学校  

շ 6月 16日  群㤿┴❧高ᓮ高➼学校 ᮾி㒔❧ᡞᒣ高➼学校 ᮾி㒔❧科学技⾡高➼学校  

大㜰ᗓ❧ᅄᲄ␝高➼学校 ி㒔ᗓ❧ᔢᓚ野高➼学校 ឡ፾┴❧ᯇᒣ༡高➼学校  

ᮾி学ⱁ大学㝃ᒓ国㝿୰➼教育学校 市ᕝ学ᅬ୰学高➼学校  

Ⱚᾆᕤ業大学᯽୰学高➼学校 群㤿┴教育委員会 ᮾி㒔教育委員会  

රᗜ┴教育委員会 高知┴教育委員会 JST 

ո 6月 17日  高知┴教育委員会  

չ 6月 19日  ᮾி㒔教育ᗇ指導部 ⚄ዉᕝ┴❧総合教育ࢭンター ᮾி㒔❧ୖ野高➼学校 

պ 7月 1日   ୰⳹基╩協会ఱ⚟ᇽ書㝔 

ջ 7月 3日   ⚄ዉᕝ┴❧ከᦶ高➼学校 日本理化学協会 ᮾὒ大学 ᮾி㒔教育ᗇ指導部 

ռ 7月 14日  ノートルダムΎ心学ᅬΎ心୰学校高➼学校 

ս 7月 25日  ❧教女学㝔୰学校高➼学校 

վ 8月 22日  ᇸ⋢┴❧ᾆ和第୍女子高➼学校 ᕝ㉺女子高➼学校 ⇃㇂女子高➼学校  

       Ⲉᇛ┴❧水ᡞ第஧高➼学校 群㤿┴❧前ᶫ女子高➼学校 ᰣᮌ┴❧Ᏹ㒔ᐑ女子高➼学校  

տ 9月 18日  ி㒔市❧ி㒔ᕤ学㝔高➼学校 ὶ通⤒῭大学௜ᒓ᯽୰学校 ὶ通⤒῭大学 ୖᬛ大学 

ր 10月 16日・23日 ᮾி外国ㄒ大学  群㤿大学共ྠ教育学部  

ց 10月 24日  ୕ 㔜大学 大学㝔生 

ւ 11月 7日   ᮾி科学大学㝃ᒓ科学技⾡高➼学校 ᒣ⬥学ᅬ୰学高➼学校 ᫛和女子大学  

փ 11月 12日  ᚨᓥ市❧高➼学校 

ք 2月 6日   රᗜ┴❧長⏣高➼学校 

द  2月 9日・18日 ᮾி㒔❧ᡞᒣ高➼学校 

 

3. ᅜ㝿஺ὶ㸪Ꮫእ活動➼ 

① ྎ‴研修 

10月 15日(水）㹼18日（土）2年生 32名が，ྎ‴୰ኸ教育㝔（アカデミアシࢽカ）をゼ問し,㎰業バ

イ࢜テクノロࢪーࢭンターの女性研究者による特別講義を受講,ྎ‴大学の生࿨科学科及び日本ㄒ学

科をゼ問した。஺ὶ協定校であるྎ໭市❧第୍女子高⣭୰学（໭୍女）の生徒と自らの研究について,
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グループ発表・ディスカッションを行った࡯か,合ྠでグループを設け,プレࢮン発表を行った。その

後,࣍ームステイ（1Ἡ）を実施した。 

 ② ⚟ᓥフィールドワーク 

   11月 24日（月）㹼26日(水) 1・2年生 10名が,⚟ᓥ┴におけるᮾ日本大㟈⅏及び⚟ᓥ第୍ཎ子力発

㟁所事ᨾのᙳ㡪と᚟⯆についてフィールドワークを実施した。཮ⴥ⏫ᮾ日本大㟈⅏・ཎ子力⅏ᐖఏ承

㤋，㟈⅏㑇構ᾉỤ⏫請ᡞᑠ学校,⚟ᓥ水⣲研究フィールドᲴሷ⏘業団ᆅ，⚟ᓥ第୍ཎ子力発㟁所構ෆ（ཎ

子⅔ᘓᒇ 1ྕᶵ㹼4ྕᶵྵむ）・ởᰁ水ฎ理施設➼のどᐹ，㒆ᒣ市・国❧研究開発法人⏘業技⾡総合研

究所⚟ᓥ෌生ྍ能エネルࢠー研究所ぢ学の࡯か，「ᐩᒸ⏫ 3.11をㄒる会」の方とᑐヰを行った。 

 ճ 最ඛ➃フィールドワーク 

   8月 28日（ᮌ）㹼29（㔠）3年生 16名がி㒔大学 iPS細⬊研究所及びᮾி大学Ᏹᐂ⥺研究所スーパー

カミ࢜カンデをぢ学した。 
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